
　
「
令
和
４
年
三
宅
村
成
人
式
」

が
１
月
３
日
に
三
宅
村
文
化
会

館
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
対

策
の
も
と
、
２
年
振
り
に
通
常

の
規
模
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

６
人
（
男
性
３
人
、
女
性
３

人
）
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
ス

ー
ツ
や
振
り
袖
に
身
を
包
み
、

晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
る
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
式
辞

で
は
櫻
田
昭
正
村
長
が
「
社
会

人
と
し
て
の
権
利
と
義
務
の
も

と
自
ら
挑
戦
し
、
決
断
し
、
実

行
す
る
中
で
、
大
き
な
夢
と
力

を
自
分
の
た
め
、
島
の
た
め
、

日
本
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
村
民
憲
章
の
内

容
を
心
に
刻
ん
で
三
宅
島
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
続
け
一
人

一
人
が
創
意
工
夫
し
熱
い
情
熱

と
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
三
宅
の

島
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
」
と
激
励
し
、
続

い
て
、
谷
寿
文
議
長
、
田
代
則

史
支
庁
長
、
町
田
浩
和
署
長
ら

来
賓
の
方
々
が
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ
で

は
、
築
穴
優
汰
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
は
全
て
の
行
動
を
自
分
自

身
で
考
え
て
決
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
由
で
あ
る
反

面
、
そ
こ
に
は
大
き
な
責
任
も

生
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
し
て
い
る
今
、
私
自
身
が
考

え
る
あ
る
べ
き
大
人
像
も
ま
だ

ま
だ
お
ぼ
ろ
げ
な
形
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
迷
っ
た
り
悩
ん
だ

り
し
な
が
ら
色
々
な
経
験
を
積

ん
で
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
成
長
し

た
暁
に
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化

が
進
む
三
宅
島
の
将
来
に
ほ
ん

の
少
し
で
も
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
漠
然
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し

た
。
次
に
、
加
藤
一
則
教
育
長

か
ら
新
成
人
代
表
の
山
田
海
友

さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
出
席
し
た
新
成
人
一
人

一
人
か
ら
は
自
己
紹
介
と
進
路

や
就
職
の
報
告
、
未
来
へ
の
展

望
、
両
親
へ
の
感
謝
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
恩
師
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
な
ど
が
掲
示
さ
れ
、

友
人
や
家
族
と
記
念
写
真
を
撮

り
合
う
、
和
や
か
な
成
人
式
と

な
り
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
、
新
春
恒
例
の

「
令
和
４
年
三
宅
村
消
防
団
出

初
式
」
が
湯
舟
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
検
閲
官
で
あ
る
櫻

田
昭
正
村
長
を
は
じ
め
、
来
賓

と
し
て
東
京
消
防
庁
消
防
総
監

代
理
君
嶋
幸
夫
消
防
学
校
校

長
、
谷
寿
文
議
長
、
田
代
則
史

支
庁
長
、
町
田
浩
和
三
宅
島
警

察
署
長
、
三
咲
順
子
三
宅
島
自

然
ふ
れ
あ
い
大
使
、
そ
の
他
関

係
団
体
代
表
者
の
方
々
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

出
初
式
は
各
地
区
の
消
防
団

員
の
分
列
行
進
か
ら
始
ま
り
、

来
賓
祝
辞
や
功
績
の
あ
っ
た
団

員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
各
地
区
の
団
員
が

配
置
し
て
「
消
防
ポ
ン
プ
一
斉

放
水
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
愛
ら
ん
ど
リ

ー
グ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

代
替
え
企
画
と
し
て
、
各
島
で

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
三
宅
村
で
は
１２
月
４
日
に

三
宅
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
元
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
氏
の
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ラ
ー
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
観
戦
や
サ
ッ
カ
ー
教

室
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
と
な
り
ま
し
た

が
、
強
風
が
吹
く
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
た
め
、
コ
ン
デ
シ
ョ

ン
が
良
く
な
い
中
で
、
Ｆ
Ｃ
み

や
け
の
高
橋
龍
之
介
く
ん
が
記

録
５
７
３
回
で
、
見
事
島
内
・

全
島
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

　

後
日
送
ら
れ
て
き
た
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
授
与
式
を
１
月
１９
日

に
三
宅
村
役
場
で
行
い
、
高
橋

龍
之
介
く
ん
は
「
次
回
の
愛
ら

ん
ど
リ
ー
グ
の
時
は
、
三
宅
に

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ
て
こ

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

櫻
田
村
長
は
「
２
１
６
名
参

加
の
中
で
２
位
と
大
き
く
差
を

開
き
優
勝
し
、
大
い
に
敬
意
を

は
ら
う
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
勉
強
に
サ
ッ
カ
ー

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

各
学
年
島
内
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
三
宅
島
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▽
６
年
生
の
部
＝
倉
持
光

（
記
録
１
０
８
回
）

　

▽
５
年
生
の
部
＝
北
村
笑
海

（
記
録
３３
回
）

　

▽
４
年
生
の
部
＝
高
橋
龍
之

介
（
記
録
５
７
３
回
）

　

▽
３
年
生
の
部
＝
寺
澤
大
悟

（
記
録
２６
回
）

　

▽
２
年
生
の
部
＝
櫻
田
凌
大

（
記
録
４１
回
）

　

▽
１
年
生
の
部
＝
野
村
英
太

（
記
録
７
回
）

一斉放水する団員

写真に納まる新成人ら

トロフィーを手に櫻田村長と
写真に納まる高橋くん

個人表彰
消防庁長官永年勤続功労章　令和３年３月10日受章

伊ヶ谷分団 分 団 長　　櫻田　浩夫

日本消防協会定例表彰　令和３年３月５日受章
精績章

伊豆分団 部　　長　　沖山　義明

勤続章

阿古分団 班　　長　　山田　順一

東京都知事消防褒賞　令和３年11月10日受章

伊ヶ谷分団 部　　長　　山田　　貢

伊豆分団 部　　長　　沖山　義明

東京都消防協会定例表彰　令和３年３月31日受章
功労章

神着分団 副分団長　　平松　勝憲

優良章　

神着分団 部　　長　　早川　　信

神着分団 部　　長　　浅沼　　茂

坪田分団 部　　長　　鎌ケ迫宏幸

令和４年村長表彰
勤続章30年　令和４年１月９日受章

神着分団 部　　長　　村上　　康

勤続章15年　令和４年１月９日受章

神着分団 部　　長　　早川　　信

伊豆分団 部　　長　　池田　将範

伊ヶ谷分団 部　　長　　白石　佳史

伊ヶ谷分団 班　　長　　梅田　寛己

阿古分団 副分団長　　三野　晃夫

阿古分団 部　　長　　沖山　光弘

阿古分団 部　　長　　平野　　剛

阿古分団 班　　長　　大沼　孝至

阿古分団 班　　長　　草野　雅孝

阿古分団 班　　長　　肥後　　忍

坪田分団 分 団 長　　勝見　吉信

坪田分団 部　　長　　鎌ケ迫宏幸

坪田分団 班　　長　　佐藤　　隆

東京都消防訓練所長表彰
特別功労　令和３年９月５日受章

伊豆分団 分 団 長　　池田　裕次

伊ヶ谷分団 分 団 長　　櫻田　浩夫

指導功労　令和３年９月５日受章

阿古分団 副分団長　　三野　晃夫

神着分団 部　　長　　小島　幹生

阿古分団 部　　長　　長谷川純一

阿古分団 部　　長　　大平　公久

令和４年三宅村消防団出初式表彰者名簿一覧

新
成
人
が
感
謝
と
決
意
語
る

功
績
の
あ
っ
た
団
員
を
表
彰

令
和
４
年
三
宅
村
成
人
式

三
宅
村
消
防
団「
出
初
式
」

高
橋
龍
之
介
く
ん
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会

愛
ら
ん
ど

リ
ー
グ
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・2,362人 （－7人）
・1,540世帯 （－2世帯）
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※カッコ内は前月1日比

今月の人口と世帯数
（外国人含む）



令和３年12月１日から令和３年12月31日まで
村長室だより

12月１日 令和３年第４回三宅村議会定例会出席
２日 令和３年第４回三宅村議会定例会出席
３日 民生委員・児童委員東京都知事表彰者

への伝達
６日 小金井三宅島友好協会来庁対応

(一社)三宅島観光協会会長来庁対応
８日 三宅村商工会50周年記念式典出席
９日 航空自衛隊中部航空方面隊司令部防衛

部防衛課来庁対応
10日 第22回三宅島産業祭農産物品評会表彰

式出席
三宅村議会全員協議会出席

13日 (一財)社会スポーツセンター事務長来
庁対応

14日 東京都離島航空路協議会【Web会議】
出席

15日 (公財)東京都農林水産振興財団理事長
来庁対応

21日 図上訓練対応
24日 離島振興予算対策本部出席
27日 (公社)三宅村シルバー人材センター会

長来庁対応
28日 仕事納めに係る村長あいさつ回り

　

総
務
課
会
計
係
は
、
会
計
管

理
者
（
会
計
担
当
課
長
兼
務
）

と
会
計
管
理
者
の
補
助
を
行
う

職
員
１
人
の
２
人
体
制
で
三
宅

村
の
会
計
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
共
の
仕
事
は
、
現
金
の

出
納
お
よ
び
保
管
を
行
う
こ

と
、
決
算
の
調
整
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
内
部

管
理
事
務
が
中

心
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に

は
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
各
課

が
所
管
す
る
予
算
に
基
づ
き
、

物
品
の
購
入
や
各
種
委
託
契

約
、
工
事
請
負
に
係
る
業
務
な

ど
を
執
行
し
、
支
出
命
令
書
に

よ
っ
て
債
務
者
へ
の
支
払
い
を

行
い
ま
す
。
そ
の
支
出
根
拠
と

な
る
契
約
や
そ
の
他
の
行
為
が

法
令
や
予
算
に
違
反
し
て
い
な

い
こ
と
、
そ
の
債
務
が
確
定
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
提
出
さ
れ

た
書
類
の
審
査
・
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
に
つ
い
て
は
、

村
税
や
各
種
使
用
料
、
国
・
都

の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
、
各

課
に
お
い
て
収
入
と
し
て
入
る

べ
き
科
目
や
区
分
、
納
入
す
べ

き
人
と
金
額
が
確
定
さ
れ
た
通

知
書
に
よ
り
、
実
際
に
納
入
さ

れ
る
と
金
融
機
関
か
ら
総
務
課

会
計
係
に
通
知
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
通
知
に
基
づ
き
毎
日
処
理

を
行
い
、
各
課
へ
収
入
の
通
知

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一

連
の
確
認
作
業
に
よ
っ
て
収

入
・
支
出
の
事
務
手
続
き
が
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
月
、
例
月
現
金

出
納
検
査
と
し
て
、
監
査
員
の

監
査
を
受
け
て
公
金
が
適
正
に

管
理
な
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を

受
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、

総
務
課
会
計
係

は
、
日
々
の
業

務
に
お
い
て
公
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
間
違
え
が
無
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
や
各
種
手
数
料
な
ど
公

金
の
適
正
な
管
理
と
執
行
に
真

摯
（
し
ん
し
）
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

芝
税
務
署
お
よ
び
東
京
税
理

士
会
が
行
う
確
定
申
告
の
出
張

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

小
規
模
納
税
者
の
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
・
個
人
消

費
税
、
年
金
受
給
者
な
ら
び
に

給
与
所
得
者
の
所

得
税
お
よ
び
復
興

所
得
税
の
申
告
書

（
土
地
、
建
物
お

よ
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が

あ
る
場
合
を
除
く
）
を
作
成
し

て
提
出
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
な
ど
の
提
出
の
み
の

場
合
は
、
郵
送
ま
た
は
所
轄
の

税
務
署
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

▽
日
時
・
受
付
時
間
＝
２
月

２２
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時
、
２

月
２４
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後
４

時
、
２
月
２５
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
４
時
。
※
正
午
～
午
後
１

時
は
昼
休
み

　

▽
場
所
＝
阿
古
漁
港
船
客
待

合
所
（
こ
こ
ぽ
ー
と
）
２
階　

三
宅
村
交
流
セ
ン
タ
ー

　

▽
持
ち
物
＝
前
年
の
申
告
書

な
ど
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票
、

筆
記
具
、
計
算
器
具
。

　

確
定
申
告
書
な
ど
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
際
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
と
、
本
人
確
認
書

類
（
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身

元
確
認
書
類
）
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
は
事
前
に
ご
自

宅
で
明
細
書
を
作

成
し
て
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

担
当
部
署
＝
村
民
課
税
務
係

☎
⑤
０
９
８
３
。

　

確
定
申
告
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
芝
税
務
署
〒
１
０
８–

８
４
０
１
東
京
都
港
区
芝
５–

８–

１
、
☎
０３–

３
４
５
５–

０
５
５
１
。

　

国
勢
調
査
と
は
統
計
法
に
基

づ
き
、
総
務
大
臣
が
国
勢
統
計

を
作
成
す
る
た
め
、
国
内
の
市

　

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
自

ら
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
農
業

経
営
の
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る

意
欲
あ
る
農
業
者
を
支
援
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。
認
定
後

は
、
農
業
経
営
改
善
に
取
り
組

む
た
め
の
資
金
の
融
資
や
税

制
、
年
金
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
に
は
、 

５
年
後
の
経
営
目
標
と
そ
の
達 

成
に
向
け
た
方
策
を
記
載
し
た 

「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作

町
村
ご
と
の
人
口
や
世
帯
の

数
、
年
齢
別
男
女
比
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
に
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
に
て
こ
の
た
び
、
総
務
省

統
計
局
統
計
調
査
部
長
岩
佐
哲

也
様
よ
り
三
宅
村
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
の
推
進
に
尽
力
し
優
れ

た
成
果
を
あ
げ
た
功
績
に
対
し

て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

三
宅
村
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
率
は
４５
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。

成
し
て
、
村
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

計
画
内
容
が
村
の
基
本
構
想 

に
照
ら
し
て
適
当
で
あ
る
か
、 

達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
か 

な
ど
を
村
が
審
査
し
、
認
定
し 

ま
す
。

　

新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
す

る
青
年
（
原
則
１８
歳
以
上
４５
歳

未
満
）
な
ど
を
支
援
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
提
出
先
＝
観
光
産
業
課
農

林
水
産
係

住
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日
㈫
ま
で

　

住
民
税
申
告
は
、
令
和
３
年

中
の
収
入
の
有
無
な
ど
を
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
（
令
和
４
年

１
月
１
日
現
在
）
に
届
け
出
る

も
の
で
、
収
入
が
全
く
な
い
方

も
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

申
告
方
法
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
村
民

課
税
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
、
３
月
１５
日
㈫
ま
で

に
同
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
告
内
容
は
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
算
定
資
料
と
し
て
使

用
し
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
村

営
住
宅
や
児
童
手
当
、
医
療
費

助
成
制
度
、
保
育
園
、
公
的
年

金
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
、
自
立
支

援
な
ど
の
申
請
の
際
、
必
要
と

な
る
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税

証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
町
村
民
税
申
告
書

の
提
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
記
載
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
税
務

係
☎
⑤
０
９
８
３
。

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

予
約
加
入
受
け
付
け

　

２
月
１
日
㈫
よ
り
令
和
４
年

度
の
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
の
予
約

加
入
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。
東
京
都
の
全
市
町
村
が
共

同
で
運
営
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と

共
済
」は
、住
民
の
皆
さ
ま
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

よ
る
け
が
で
の
入
院
・
通
院
日

数
に
応
じ
て
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

加
入
コ
ー
ス
は
、
２
つ
の
コ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

▽
Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
１
０
０

０
円
の
会
費
で
最
高
３
０
０
万

円
の
見
舞
金

　

▽
Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額
５
０
０

円
の
会
費
で
最
高
１
５
０
万
円

の
見
舞
金

　

さ
ら
に
、
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス

も
、
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡

し
た
と
き
に
、
中
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
年
額

１２
万
円
の
交
通
遺
児
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
方
法
は
、
各
家
庭
に
配

布
す
る
加
入
申
込
書
付
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
会
費
と
と
も
に
村
民
課

住
民
年
金
係
ま
た
は
各
出
張
所

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
み
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
お
よ
び

詳
細
は
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttps://chokotto 

kyosai.jp/

と
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
住
民

年
金
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

定
申
請
書
の
作
成
指
導

　

▽
会
場
と
申
込
先
＝
東
京
都

島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

ー
三
宅
事
業
所
☎
⑥
１
４
１

４
。高

遠
宿
泊
体
験

学
習
を
実
施

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

延
期
し
て
い
た
高
遠
宿
泊
体
験

学
習
を
令
和
３
年
１１
月
２２
日
㈪

か
ら
２６
日
㈮
ま
で
小
学
校
５
・

６
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

高
遠
青
少
年
自
然
の
家
で

は
、
通
常
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他

に
積
雪
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
急

き
ょ
、
雪
遊
び
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
高
遠
北
小
学

校
と
の
交
流
や
松
本
城
の
見

　

▽
提
出
期
限
＝

３
月
３１
日
㈭

　

問
い
合
わ
せ
は

観
光
産
業
課
農
林

水
産
係
☎
⑤
０
９

９
２
。

　

個
別
相
談
　
計

画
作
成
に
あ
た
り

個
別
相
談
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
予
約
の

上
、
ご
訪
問
く
だ

さ
い
。

　

▽
内
容
＝
農
業

経
営
改
善
計
画
認

学
、
陶
芸
体

験
を
行
い
ま

し
た
。

　

例
年
は
７

月
に
実
施

し
、
夏
の
高

遠
を
体
験
し

て
い
ま
し
た

が
、
令
和
３

年
度
は
実
施

内
容
を
変
更

し
、
冬
の
高

遠
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

問
い
合
わ

せ
は
教
育
委

員
会
☎
⑤
０

９
５
２
。

高遠北小学校との交流

三
宅
村
が 
総
務
省
統
計
局

統
計
調
査
部
長 

賞
受
賞

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

国
勢
調
査 
ネ
ッ
ト
回
答
推
進
で
成
果

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
り
ま
す

確
定
申
告
出
張
無
料
相
談
会

阿
古
漁
港
船
客
待
合
所
で
開
催

山
上　

知
良

総
務
課
会
計

担
当
課
長

適
正
な
公
金
管
理
の
実
施

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

２
月
は
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

保
育
料
の
納
付
月
。２
月
２８
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

２
月
は
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

保
育
料
の
納
付
月
。２
月
２８
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。
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就航率 搭乗率
調布
� ⇒三宅

97.7％
53.1％

三宅
� ⇒調布 83.0％

航空機の運航状況

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（R3.12.1～12.31）

日 月 火 水 木 金 土
 1  2  3  4  5

♦とりの日

 6  7  8  9  10  11  12

● 整形外科診療予約日 
９日まで ●乳幼児健康診査

■中学校体験入学
●定期予防接種
●任意予防接種

 13  14  15  16  17  18  19

♦とりの日
● 整形外科専門診療 
18日まで

 20  21  22  23  24  25  26

■ 学年末考査　25日まで
● 眼科専門診療予約日
確定申告出張無料相談会

●眼科専門診療予約日
確定申告出張無料相談会
●定期予防接種
●任意予防接種

●眼科専門診療予約日
確定申告出張無料相談会
■長縄記録会
♦とりの日
♦プレミアムフライデー

 27  28 ※♦はイベントなど
※●は医療関係
※■は小・中学校の行事２月納期限

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期または中止になる場合があります

定期予防接種【中央診療所】
・ Ｂ型肝炎・小児用肺炎球菌・ヒブワクチン・
DPT-IPV・ロタ ………… (14:30～14:50)

・ Ｂ型肝炎３回目、DPT-IPV追加、ヒブワクチン
追加・小児用肺炎球菌…… (14:50～15:00)
・MR、水痘 ………………… (15:00～15:10)
・BCG ……………………… (15:10～15:20)
・日本脳炎・DT２期 ……… (15:20～15:40)
・子宮頸がんワクチン……… (15:40～15:50)
任意予防接種【中央診療所】 (15:40～15:50)
健診、予防接種、子育て相談、健康相談など
〈問い合わせ：福祉健康課健康係☎⑤0911〉

小・中学校の予定
〈問い合わせ：三宅村教育委員会☎⑤0952〉

・とりの日…アカコッコ館入場料無料
・ プレミアムフライデー…三宅村レクリエーション
センター午後３時以降の利用が無料
〈問い合わせ：観光産業課観光商工係☎⑤0920〉

【持ち込みごみ】
・可燃性粗大ごみ…月・水・金曜日
・不燃性粗大ごみ…火・木曜日
〈問い合わせ：地域整備課環境整備係☎⑤0938〉

　特設登記所は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止になりまし
た。
〈問い合わせ：東京都法務局
　不動産登記　☎03-5213-1330
　法 人 登 記　☎03-5213-1337〉

２月の納期限
・固定資産税第４期（R4.2.28）
〈問い合わせ：村民課税務係
　☎⑤0983〉
・国保税第８期（R4.2.28）
・後期高齢者医療保険料第８期
（R4.2.28）
〈問い合わせ：村民課保険係
　☎⑤0904〉
・保育料（R4.2.28）
〈問い合わせ：福祉健康課福祉係
　☎⑤0902〉

2022年2月のカレンダー

　

今
回
は
食
事
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
し
ま
す
。

　

診
療
所
を
受
診
さ
れ
る
方
で

多
い
の
は
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
で
す
。
こ
れ
ら
は
そ
の
名

の
通
り
、
食
事
や
運
動
な
ど
普

段
の
生
活
が
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
治
療
と
い
う
と
薬
を

飲
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

で
す
が
、
食
事
を
整
え
る
こ
と

も
立
派
な
治
療
な
の
で
す
。

　

食
事
は
栄
養
を
取
る
た
め
の

も
の
で
す
ね
。
栄
養
は
タ
ン
パ

ク
質
、
糖
質
、
脂
質
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
大
き
く
５
つ

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
こ
の
他
に
全
体
の
カ

ロ
リ
ー
も
考
慮
し
ま
す
。
腎
臓

が
悪
い
方
な
ど
は
ミ
ネ
ラ
ル
の

中
で
も
カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン
と
い

う
項
目
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

野
菜
の
摂
取
が
多
い
と
心
血

管
疾
患
や
悪
性
腫
瘍
に
な
り
に

く
い
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り

ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
成
人
に

お
い
て
１
日
野
菜
摂
取
量
３
５

０
ｇ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、

平
均
で
約
70
ｇ
程
度
（
小
鉢
１

　
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な

い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
国

民
年
金
の
任
意
加
入
は
、
お
申

し
出
し
た
日
か
ら
と
な
り
ま

す
）。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間

や
保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど
が

原
則
と
し
て
10
年
以
上
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
港
年
金
事
務

所
☎
0３–

５
４
０
１–

３
２
１

１
ま
た
は
村
民
課
住
民
年
金
係

☎
⑤
０
９
０
４
。

皿
分
）
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
外
食
利
用
率
が

高
い
た
め
、
外
食
で
野
菜
が
と

れ
る
料
理
を
提
供
し
て
い
る
店

を
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店
と
し
て
認

定
し
公
開
す
る
こ
と
で
野
菜
摂

取
量
を
増
や
そ
う
と
い
う
試
み

も
あ
り
ま
す
。

　

島
は
内
地
か
ら
離
れ
て
い
る

分
、
輸
送
コ
ス
ト
や
鮮
度
の
問

題
も
あ
り
野
菜
を
手
に
入
れ
る

の
が
困
難
だ
っ
た
り
手
に
入
れ

る
と
し
て
も
高
価
だ
っ
た
り
す

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
存
の

問
題
か
ら
濃
い
味
付
け
に
な
る

こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
な
か
な
か
こ
れ
ら
の
問
題

を
一
挙
に
解
決
す
る
の
は
難
し

い
で
す
が
、
ま
ず
は
自
分
が
ど

れ
く
ら
い
食
事
で
野
菜
を
摂
取

し
て
い
る
の
か
確
認
し
て
み
る

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

外
食
や
総
菜
、
加
工
品
を
購

入
す
る
際
は
栄
養
成
分
表
示
を

用
い
て
、
全
体
の
カ
ロ
リ
ー
や

塩
分
の
量
な
ど
を
含
め
ご
自
身

の
食
事
内
容
を
見
直
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
良
い
食
事
に
よ
り

健
康
を
保
つ
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供

は
、
毎
月
10
日
ご
ろ
ま
で
に
内

容
と
連
絡
先
を
企
画
財
政
課
企

画
情
報
係
ま
で
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

掲
載
は
紙
面
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

文
体
は
ご
一
任
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

　

中
央
診
療
所
に
て
、
次
の
と

お
り
整
形
外
科
専
門
診
療
を
行

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
と
し
て
、
今
回
は

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の

で
、
予
約
受
付
期
間
中
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
予
約
受
付
日
＝
２
月
７
日

㈪
、
８
日
㈫
、
９
日
㈬
の
３
日

間
　

▽
予
約
受
付
時
間
＝
午
後
２

時
３0
分
か
ら
午
後
４
時
３0
分

　

▽
予
約
受
付
電
話
番
号
＝
☎

②
０
０
１
６

　

※
期
間
中
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

　

臓
器
移
植
法
の
一
部
改
正

（
平
成
21
年
７
月
17
日
）
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証

の
裏
面
に
、
臓
器
提
供
に
関
す

る
意
思
表
示
欄
を
設
け
て
お
り

ま
す
。

　

意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
に
つ

き
ま
し
て
は
、
任
意
で
あ
り
義

務
付
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
記
入
の
有
無
に
よ

り
、
受
け
ら
れ
る
医
療
の
内
容

に
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

記
入
内
容
は
、
臓
器
の
移
植

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
書

面
に
よ
る
意
思
表
示
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

　

臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示

は
15
歳
以
上
が
有
効
で
す
が
、

実
際
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
本

人
の
拒
否
の
意
思
が
な
い
場
合

は
15
歳
未
満
で
も
家
族
の
承
認

が
あ
れ
ば
、
提
供
が
可
能
で

す
。
提
供
し
な
い
意
思
表
示
に

つ
き
ま
し
て
は
、
年
齢
に
関
わ

ら
ず
有
効
で
す
。

　

意
思
表
示
欄
に
記
入
を
し
た

場
合
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
意
思
表
示

保
護
シ
ー
ル
（
個
人
情
報
保
護

シ
ー
ル
）
を
上
か
ら
貼
り
付
け

て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

シ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

微
粘
着
で
再
剥
離
で
き
ま
す

が
、
剥
離
と
貼
付
を
繰
り
返
す

こ
と
は
、
お
止
め
く
だ
さ
い
。

粘
着
力
が
落
ち
、
貼
り
付
け
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

意
思
表
示
欄
保
護
シ
ー
ル
を

希
望
す
る
場
合
は
、
各
出
張
所

ま
た
は
役
場
窓
口
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
保
険

係
☎
⑤
０
９
０
４
。

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

m
iyake03@

vill.m
iyake.

tokyo.jp

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

〈
診
療
日
時
お
よ
び
診
療
開

始
時
間
〉

　

▽
２
月
17
日
＝
午
前
９
時
か

ら
午
後
２
時
か
ら

　

▽
２
月
1８
日
＝
午
前
９
時
か

ら
（
午
前
診
療
の
み
）

　

※
天
候
な
ど
に
よ
り
医
師
が

来
島
出
来
な
い
場
合
は
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

☎
②
０
０
１
６
。

眼
科
の
専
門

診
療
を
実
施

　

眼
科
専
門
診
療
は
事
前
予
約

制
と
な
っ
て
お
り
診
療
当
日
の

受
け
付
け
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
予
約
受
付
期
間
中
に

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

お
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
、
予
約
の
受
け
付
け
を
早
め

に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

▽
予
約
受
付
日
＝
２
月
22
日

㈫
、
24
日
㈭
、
25
日
㈮
の
３
日

間
　

２
月
2３
日
㈬
は
祝
日
に
伴
い

休
診
日
の
た
め
受
け
付
け
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

▽
予
約
受
付
時
間
＝
午
後
２

時
か
ら
４
時
３0
分
ま
で

　

▽
予
約
受
付
電
話
番
号
＝
☎

②
０
０
１
６

　

※
期
間
中
は
お
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

▽
診
療
日
時
お
よ
び
診
療
開

始
時
間
＝
３
月
６
日
㈰
午
前
診

療
９
時
か
ら
、
午
後
診
療
１
時

３0
分
か
ら
。
３
月
７
日
㈪
午
前

診
療
９
時
か
ら

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

☎
②
０
０
１
６
。

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
診
療
所
医
師

徳
野
　
隼
人

康
は
食
事
か
ら

健

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

２
月
１７
、
１８
日 

中
央
診
療
所
で
実
施

「
整
形
外
科
」専
門
診
療

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
つ
い
て

国
保
、後
期
高
齢
者
保
険
証

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
電
話
対
応
サ
ー
ビ
ス
】
☎
０
４
９
９
４
⑤
１
６
６
０
。

２
月
は
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

保
育
料
の
納
付
月
。２
月
２８
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。

２
月
は
、固
定
資
産
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

保
育
料
の
納
付
月
。２
月
２８
日
ま
で
に
納
め
く
だ
さ
い
。
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こ
の
時
期
皆
さ
ん

の
家
の
周
り
に
ア
カ

コ
ッ
コ
は
い
ま
す

か
？
場
所
に
よ
っ
て

多
少
の
違
い
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
春

に
比
べ
る
と
全
然
見

神
津
島
で
冬
を
過
ご
し
て
い
る

個
体
も
い
ま
し
た
。
秋
冬
は
春

夏
よ
り
南
の
方
で
過
ご
す
野
鳥

や
山
か
ら
麓
に
降
り
て
く
る
野

鳥
が
多
い
の
で
す
が
、
ア
カ
コ

ッ
コ
は
不
思
議
で
す
ね
。

　

さ
て
、
ア
カ
コ
ッ
コ
館
周
辺

の
ア
カ
コ
ッ
コ
も
９
月
頃
か
ら

め
っ
き
り
見
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
12
月
に
ひ
ょ
っ
こ
り
１
羽

が
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
春
ま
で
い
る
の
か
、
再
び

ど
こ
か
へ
行
く
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
春
に
は
多
く
の
ア
カ

コ
ッ
コ
が
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
頃
に
は
他
の

野
鳥
も
た
く
さ
ん
い
て
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
す
。
早
く
そ
の
時

期
が
来
な
い
か
待
ち
遠
し
い
で

す
ね
。

119

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

冬
、
ア
カ
コ
ッ
コ

は
ど
こ
に
い
る
？
」

　

小
金
井
三
宅
島
友
好
音
頭
の

振
り
付
け
写
真
モ
デ
ル
に
三
宅

島
自
然
ふ
れ
あ
い
大
使
の
三
咲

順
子
さ
ん
が
起
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
金
井
三
宅
島
友
好
音
頭
は

昨
年
、
小
金
井
三
宅
島
友
好
協

会
に
よ
り
、
小
金
井
市
と
三
宅

村
と
の
さ
ら
な
る
友
好
・
親
善

を
祈
念
し
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
咲
順
子
さ
ん
は
、
令
和
元

年
６
月
か
ら
三
宅
島
自
然
ふ
れ

あ
い
大
使
に
就
任
さ
れ
、
島
内

外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
小
金
井
産
業
応
援
祭
り

の
際
に
、
三
咲
さ
ん
が
小
金
井

三
宅
島
友
好
協
会
販
売
テ
ン
ト

へ
応
援
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

小
金
井
三
宅
島
友
好
協
会

は
、
小
金
井
市
民
を
対
象
と
し

た
三
宅
島
へ
の
旅
を
実
施
し
た

り
、
小
金
井
市
内
で
の
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
三
宅
島
の
特
産
品
な

ど
の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

か
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

ア
カ
コ
ッ
コ
が
冬
の
間
ど
こ

で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
以
前

ア
カ
コ
ッ
コ
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着

し
て
調
べ
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
ま
し
た
（
広
報
み
や
け

２
０
１
８
年
11
月
号
）
。
そ
の

時
は
雄
山
の
上
の
方
で
冬
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
は
雄
山
環
状

林
道
で
ア
カ
コ
ッ
コ
を
見
か
け

ま
す
。

　

現
在
も
こ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
調
査
は

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

雄
山
の
上
の
方
で
過
ご
し
て
い

る
個
体
も
い
れ
ば
、
北
上
し
て

高
く
評
価
さ
れ
た
作
品
だ
け
に

与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

三
宅
島
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は

「
三
宅
島
観
光
を
便
利
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
」
そ
し
て

「
島
民
が
読
ん
で
も
面
白
い
観

光
冊
子
」
を
目
的
に
制
作
さ
れ

ま
し
た
。

　

野
外
使
用
も
考
慮
し
、
表
紙

に
特
殊
な
加
工
を
施
す
こ
と

で
、
防
水
効
果
と
皮
の
よ
う
な

手
ざ
わ
り
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
、
ご
覧
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
三
宅
島
観
光
協
会
の
窓

口
や
島
内
の
公
共
施
設
な
ど
で

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
島
観
光

協
会
☎
⑤
１
１
４
４
。

　

令
和
３
年
11
月
22
日
に
発
表

さ
れ
た
「
日
本
地
域
情
報
コ
ン

テ
ン
ツ
大
賞
２
０
２
１
表
彰

式
」
に
お
い
て
、
三
宅
島
観
光

　

こ
れ
か

ら
も
こ
の

か
け
が
え

の
な
い
絆

を
さ
ら
に

深
め
、
友

好
交
流
の

輪
を
広
げ

火
災

予
防 

ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞

三
宅
小 

宮
崎
藍
葉
さ
ん

　

令
和
３
年
度
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
が
行
わ
れ
、
こ
の
一

環
と
し
て
島
嶼
地
区
消
防
団
連

絡
協
議
会
で
は
、
島
し
ょ
地
区

の
小
学
校
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ

ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
ポ
ス
タ
ー
部

門
で
三
宅
小
学
校
５
年
・
宮
崎

藍
葉
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
が
優
秀

賞
に
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

奏
に
魅
了
さ
れ
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
に
は
三
宅
中
学

校
体
育
館
で
、
小
中
学
生
対
象

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た

方
々
の
感
想
を
、
地
域
と
学
校

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

①
都
市
部
で
演
奏
を
聴
け
ば

Ｓ
席
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
席
で

聴
く
こ
と
が
で
き
す
ば
ら
し
い

機
会
で
し
た
。
指
づ
か
い
や
息

づ
か
い
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
三
宅
島
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
選
曲
と
い
う
の
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
花
の
ワ
ル

ツ
、
カ
イ
ト
が
よ
か
っ
た
で

す
。 

（
一
般
）

　

②
最
後
の
紅
蓮
華
で
は
ピ
ア

ノ
の
低
い
迫
力
の
あ
る
音
が
バ

ッ
ク
で
響
い
て
い
て
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
サ
ビ
の
高
音
が
曲
を

盛
り
上
が
ら
せ
て
「
こ
ん
な
に

こ
の
曲
を
表
現
で
き
る
ん
だ
」

と
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
た
く
さ
ん
の
曲
を
聴
い

て
音
楽
に
触
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

（
中
学
生
）

る
た
め
に
相
互
交
流
を
促
進
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

都
交
響
楽
団

　

12
月
５
日
㈰
に
東
京
都
交
響

楽
団
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
三
宅
村
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
き
事
前
申
込
制
で
50

人
の
ご
予
約
を
い
た
だ
き
、
当

日
の
会
場
は
素
晴
ら
し
い
生
演

　お子さまの写真を家族からのメッセージと共に広
報みやけに掲載しませんか。
【申し込み方法】
　写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年
月日・保護者からのメッセージ・保護者氏名・連絡
先を添え、メールの件名を「みやけの宝」で送信し
てください。
メール：miyake03@vill.miyake.tokyo.jp
なお、写真は返却できませんのでご了承ください。
【対象】
　２歳未満のお子さま。
【問い合わせ】
　企画財政課企画情報係☎⑤0984。

協
会
発
行
の
「
三

宅
島
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
が
観
光
部
門

最
高
賞
の
「
観
光

庁
長
官
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
全

国
各
地
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
地
域
情

報
誌
２
４
４
作
品

の
中
か
ら
情
報
内

容
、
デ
ザ
イ
ン
、

機
能
性
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が

84

　

み
な
か
み
体
験
・
英
語
体
験

学
習
今
年
度
中
止

　

１
月
３0
日
㈰
か
ら
２
月
４
日

㈮
ま
で
中
学
校
２
年
生
が
み
な

か
み
体
験
学
習
と
昨
年
度
延
期

し
た
英
語
体
験
学
習
を
実
施
す

る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、

今
年
度
は
中
止
し
、
み
な
か
み

体
験
学
習
は
来
年
度
に
再
度
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
新
着
本
の
紹
介

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
暖
か

い
部
屋
の
中
で
、
新
し
い
本
に

出
会
い
ま
し
ょ
う
。

「
す
ず
ち
ゃ
ん
の
の
う
み
そ
」

竹
山
　
美
奈
子
著

　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
こ

と
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
る
。
ど
の
年
代
に
も
分
か

り
や
す
く
お
薦
め
の
一
冊
。

「
１
０
０
万
回
死
ん
だ
ね
こ�

�

覚
え
違
い
タ
イ
ト
ル
集
」

福
井
県
立
図
書
館
著

　

誰
に
で
も
あ
る
覚
え
間
違
い

を
た
く
さ
ん
集
め
た
ク
ス
ッ
と

笑
え
る
一
冊
。

「
一
度
読
ん
だ
ら
絶
対
に�

�

忘
れ
な
い
世
界
史
人
物
事
典
」

山
﨑
　
圭
一
著

　

公
立
高
校
教
師
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
が
書
い
た
人
物
事
典
。
学

生
だ
け
で
な
く
社
会
人
に
も
お

薦
め
。
日
本
史
も
あ
り
ま
す
。

　

三
宅
村
立
図
書
館
☎
⑤
１
４

５
３
、
開
館
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
水
曜
日
休
館
日
。

身近な野鳥ですが、
まだまだその生態は
謎だらけ。

　コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加条件がございます。また、状況により中
止・変更となる場合もございます。詳細は島内張り出しポスターや☎⑥0410、FAX⑥
0458、ホームページをご確認ください。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イベント名 実施日 時間 実施場所 申込・定員

あみぐるみ講座
パーツを組み合わせて、くちばしを
かぎ針でちょこっと編んで、かわい
いアカコッコを作ろう。

２月23日
(水･祝)

14:00
 ～16:00

アカコッコ
館

必要 
10名

友好音頭を踊る
三咲順子さん

三宅島ガイドブック

高橋消防団長と写真に納まる
宮崎さん

アンサンブルコンサート

観
光
部
門

最
高
賞

観
光
庁
長
官
賞
を
受
賞

振
り
付
け

モ
デ
ル

三
咲
順
子
さ
ん
起
用

三
宅
島
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

小
金
井
三
宅
島
友
好
音
頭

広　報　み　や　け （4）2022年（令和４年）2月1日（第623号）


